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特別高電圧引込み用としての60kV単心抽入ケーブル

高橋長一郎* 今 井 利 宣** 橋本博治***

60kV Single-Core Oil-Filled Cable for the SpecialHigh

Voltage Transmissionin Factory Area

By Choichir6Takahashi,ToshinobuImaiand HirojiHashimoto

HitachiElectric Wire Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

Altbough

SioninJapan,

transmission

noticeablyin

lineinto city

the overheadlines arethe most commonpracticeforpower transmis･

oil一点11edcablesarecomingto the fore to be usedin the underground

servicein city areas,Where electric consumption hasbeenincreased

recent days necessitating the extension of highvoltage transmission

centers.Likewise,grOWlngpOWerrequlrementSinindustriesarenew

accelerating such a plan ofintroducing specialhigh voltage transmissionlines

directlyintomanufacturingfactories,in viewofalargersafety andbetter admini･

Stration of factory buildings.

Hitachi,Ltd.recently completed60kV75mm2slngleqcore oil一丘1led cable for

theinstal1ationinmanufacturing factory.While the cable was of rather simple

construction,COmPOSedofconductors of smallsizeandlength,Various considera-

tions were necessaryin many phases ofitsdesign and manufacture.Particularly,

because only smallsize was permissible for the conductors their construction and

the design ofoilpassage requiredaspecialstudy.The articledisclosesthe writers･'

study on these problems as wellas their experiencein manufacturingandinstalla-

tion on site of this cable.

〔Ⅰ〕緒 盲

近年電力需要の激増に伴い,油入ケーブルによる特別

高圧電線路の都心への導入,ならびに特高送電網の拡充

が各方面で実施されつつあるが,同様に大電力需要家に

おいても架基線から直接特別高圧地中電線路を所内の変

電所まで引入れ施設することが各方面で計画されてい

る｡

今回日立製作所において,東邦亜鉛株式会社に納入し

た 60kV単心抽入ケーブルは,この種の目的のために

計画されたもので,油入ケーブルの用途としては比較的

新しい試みということができる｡勿論,この種のケ←ブ

ルほ電力会社等におけるいわゆる主幹送電線f那由入ケ←
******

日立製作所日立 線工場

ブルと比較し,条長において,導体サイズにおいて小規

模であるが,それだ桝こ設計,製作上における問題点も

多い｡

すなわち今回のケーブルほ

(1)

(2)

(3)

(4)

送電容量が約10,0(氾kVAである｡

ケーブル布設箇所が急傾斜地である｡

落雷が比較的多い地方である｡

ケーブルの一端は架基線,他端は変圧器に接続

されてし'､る｡

等の特異性があり,これらの点については社内各方面の

協力と,内外の諸文献(1卜(5)を参照して十分なる検討を

行った｡本報告でほこれらの内容について ベ,今後こ

の種目的のケーブルの計画に対する参考資料とする次第

である｡
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〔ⅠⅠ〕ケーブルの構造

(り ケーブルの型式と構造

今回製作したケ←ブルの送電容量は約10,00OkVA,ケ

ーブルの電流は96Aであり,したがってケーブル導体

は約50mm芝の断面積でも十分間に合うこととなる｡こ

のような小さい導体でほ娘心 合わせの間隙部に油通路

を右する3心ケーブルでは絶縁上聞題があるので,導体

中央部に油通路を有する蛍心ケ←ブルを採用することと

した｡さらに単心ケーブルにおいて絶縁層の最大電位傾

度を検討した場合,電流容量から選択した導体ほ,外径

が小さく油通路の抵抗を増大し,かつ絶縁裕度の点およ

び製作上に問題があるので,今回ほ75mm2の導体を採

用することとした｡すなわちケ←ブルは60kV75mm2

単心拍入ケ←ブルとしその構造は第l慕および第l図に

示すものとした*｡

(2)各部の設計基準

(A)絶縁厚さと油通路

弟2表はケーブルの絶縁厚さと油通路の流動抵抗の比

較を示したものであるが,これらの結果(6)および経済的

な面を考慮して今回は同表(e)の構造を採用した｡すな

わち導体断面積としては75mm2とし,油通路にほ内径

12mmの硬鋼スパイラル管を使用した｡

(B)内 部 鉛 被

内部鈴被の厚さは(1)式によって求めた｡

ク∂
~

2(7

たゞし ≠:内部鎗被厚さ(mm)

P:鎗被に加わる内圧力(kg/Cm2)

β:鈴被の内径(mm)

0:鈴の弾性限界値(kg/cm2)

上式におけるdの値について,AEIC(7)(Association

Of EdisonIlluminating Co.)でほ第3表の値をとつ

ているが,我国では実録テ←プ補強の場合13～14kg/

Cm2の値を採用している｡

今回の布設においてケーブル両端の高低差が約13m

であるため,ケrブル下端の油圧は2kg/cm2程度にな

ることがあるから ア=2.2kg/Cm2 とした｡♂は特別の

重補強を行うこととして,♂=20kg/cm2 とした｡した

がって鈴被厚さ～ほ

2.2×40
~

2×20 =2.2(mm).

となる｡

すなわち,鎗被の補強は次に示すように従来の幅の狭

い真鎗テープの内部に幅の広い軟鋼テープを巻くことと

*

このような小さい導体サイズの滴入ケ←プルは我国

最初のものである｡

別冊第 7 号

/Z

田
鞄

=三-∵十?-た＼､事犠
′β

二､＼＼ン＼熟 ♂

.乳簡Ⅴ｢~刃 7

=鉦抑 ■附 ♂

･･..･･.ド鮎､.け(､.

b
誌､･＼･
ゞ､､

′

環粗二蛮沢甑㍍
-′矩.′′箕■･こ′′
∴ソ′

′./-声

ニー三_-くく

/Z♂タ

/7J戸

J才.♂や

.ブ.グ♂¢

〟〆戸

喜

＼

J

∵

J

∵

田

(∋･池適眉(硬鋼苛スパイラル管)
(む 導
(わ 絶
(め 内
-ミー､.

･1･.

体(24/2.Omm)

緑 紙

綿引ム

被
ブ
プ

+

鉛
一
テ

硬
黄
ゴ
外
紙
外

㊥
㊥
㊥
㊥
㊥
⑯

ブ
プ

ー
ーテ

テ

銅
銅

綿引ム

部
テ
ジ

装

プ
故
ブ
ト

l

l

テ
鉛
-
ユ

第1図 60kV75mm2単心二重鉛被抽入ケーブ

ルの断面図

Fig.1.SectionalDiagram of60kV75mm2

Single-Core Oil-Filled Cable

(Double Lead Sheathes)

第1表 60kV75mm2単心2重緒被抽入り

ケーブルの椅造

Tablel.Construction of 60kV

SingleTCore Oil-Filled

(DoubleTLead Sheathes)

75mm2

Cable

導

絶

公 称 断 面

計 算 断 面

油 通

構

体

培

積

路

径

鋼 帯 厚:

成(本数/直径)

複 写

内 部 鈴 改 革

紙 背 唇

硬 鋼 帯 革

黄 銅 帯 革

ゴ ム 引 締 帝

外 部 鎗 故

紙 苛

ジ ュ ー ト

概 算

概 算

導 体

静 電

軍

事

寧

厚

外 径

重 量

抗(200C)

量(200C)

(mm2)

(mm2)

(mnrn)

･!…=､

巨==ドー

･■ソ==--

--･…:-

- ==== 一

川･… -

(mⅡl)

--■l-･l:

(nln)

(nIn)

-==-1

(kg/kIn)

(β/km)

(〃F/km)

●

75

75.36



特別高電圧引込用としての60kV単心抽入ケーブル

した｡

防蝕綿テープ……….1枚重ね巻き

軟鋼テープ(幅広)……1枚重ね巻き

英銀テープ(幅狭)‥‖‥2枚負重ね巻き

ゴム引綿テープ……‥1枚重ね巻き

(註)AEIC.によれば二重鉛被の内部鎗被厚さは次

の式で与えられている｡

J=0.017ヱ)+70(mil)…………‥(3)

すなわちこの計算式によると内部鉛被厚さは2.41mm

となる｡たゞしこのときの補強条件は内部鎗被上に8

milのマニラ紙を突合わせ2枚巻き,25.4mm幅の英

銀テープを2枚マニラ紙とともに巻き,さらにその上に

マニラ紙2枚を重ね巻きしたものである｡このときの鈴

蘭の葡萄強度dは125psi(8.8kg/Cm2)としPの最高

値ほ50psi(3A9kg/cm2)としている｡

(C)外 装

内部鈴蘭補強体の上に(4)式より算出した外部鉛被を

施しさらにその上に含浸ジュートを一重纏巻した｡

′=意+0･9(mm)‥…
たゞし J:外部鎗被厚さ(皿m)

β:外部鎗被内径(mm)

〔ⅠⅠⅠ〕給油系統および附属晶

(り 給油槽の容量

ケーブル系統の縦断面図はおおむね第2図の通りであ

る｡すなわち図に示したように単純な急傾斜をしている

ことと,ケーブルの条長が約100mの短いものであり,

かつ給油糟を設置するため特別に高い鉄塔を必要とせ

ず,したがって,給油糟の塔を設置しても経済的に大き

な負担とならぬところから,今回ほ図に示すように高所

側(すなわち,変電所側)に給油糟を設置することとし

た｡

給油糟の容量は第4表に示すように約

いが,実際にはこれに余裕を見込み,40J

もの2基)を採用した｡

(2)ケーブル温度急変時の油圧変化

負荷の急激な

23Jあればよ

のもの(20Jの

断あるいは投入に伴う油圧変化は次の

(5)(6)式によって求められる(8)(9)｡(第2図参照)

カ=カ0+ゐズー

わ=
8

7T J･
‥

たゞし ゐ=給油点から∬の点の圧力降下(油高cm)

カ0=給油槽の高さ(cm)

カ∬=給油点から∬の点における給油地点との

高低差(cm)

第 2 表 繹々のケーブルの最大電位傾度および油

通路の流動抵抗

Table2.Max.PotentialGradient and Flow

Resistance of OilChannelin the

Various Oil-Filled Cable

ブ ル 硬 調

第 3 表 鉛および鉛合金の弾性限界借

Table3.The Value of ElasticLimit of

Lead andIts Al]oys

材

耗
鋼

批

凄(

鉛

合 金 鎗

譲 合 金 鉛

弾 性 閉 界 値(psi)

125(8.8)凄

150(10.5)翼

175(12.3)滝

)内はkg/cm2であらわした値

第 4 表 給･油 系 統 の 変 化 油 量

Table4.Volume Change of Oil･Fi】1ed

CablesandOil-Feeding Tanks

紐変化池∴遥(l)..
‥.22.85

∩

ん

β

加

∵

ん

J

■

】

Lr

√

第2図 ケ ← ブ ル 布 設 高 低 図

Fig.2,Laying LevelDiagram of Cables
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J=給油区間長(cm)

γ=油の比重

ゐ=油通路の摩擦抵抗

α=ケーブルの単位時間当りの油の容積変化

量(CC/s/cm)

マ=油の粘度(ポイズ)

r=油通路の半径(cm)

g=重力の加速度(cm/s2)

(5)および(6)式によって検討した結果β端の油圧

は油高995～1,015cm の変化範囲で問題とする必要が

ないことがぁった｡

(3)給 油 椙

第3図は今回採用した給油糟および油面指示警報配電

盤のエ場における性能試験状況を示す｡

なお｡警報発振器および受信配電盤の電源としては直

流100Vを使用し,停電の際も十分機能を発揮しうるよ

うにした｡給油糟にはブリ←ザーを取りつけ,湿気を含

んだ外気の浸入を防ぐようにし,さらに屋外に設置され

るため,雨覆を取りつけるようにした｡給油憎からケー

ブルヘッドに到る給油管にほ葦屯鉛管に防蝕処理および鋼

帯補強を行ったものを使用した｡

(4)ケーブルヘッド

70kV級の特殊碍管を用い,その外観は第4図に示す

通りである｡

(5)バルブパネル

第5図笹示すような方式のものを用いた｡すなわち給

油糟例のユニオンを上部に出して油の流動抵抗を怒滅す

るようにした｡

〔ⅠⅤ〕ケー ブルの布設

第`図はケーブル布設系路を示す平面図である｡すな

わち図において黒い太線が新設の抽入ケーブル系路を示

す｡

ケーブルには第7図に示すようなケーブル引込み用プ

ーリソグアイを取りつけ変電所側から†ラフに引入れ

た｡

トラフは第8図に元す構造のものを使周した｡なお,

ケーブル系統全長にわたって下降傾斜であるため,急傾

斜地3箇所に某,図に示すようなケ←ブル滑り止め金具

を用いた(10)｡ さらに†ラフ内にほ適当な箇所に砂の流

れ止め装置を設けた｡

ケーブルヘッドの接続および給油系統との接続に際し

てはそれぞれ接続箇所と反対側に圧力油槽を取りつけて

行ったが,有効油量を増すために一部に大型の外圧型圧

力油槽を併用して艮結果をえた｡第10図(攻頁参照)はケ

ーブルヘッドの接続状況を示す｡某11囲(次頁参照)ほ接

第3図 絵油槽および警報装置の性能試験

Fig.3.Performance Test of FeedjngTank

and Alarm Circuit

∈)皇貝何条管

(か可挽碍子
③紹硯緩流鋼管

④而 覆

(9肥絡油浸祇
毎)錫メッキ鋼線

(∋言合 工

⑤充 煩 鶴

第4図 ケ ー ブ ル ヘ
ッ ド

Fig.4.Cable TermjnalBox

統作業を完了した架基線側のケーブルヘッドを示し,第

12図(次頁参照)は変電所側ケーブルヘッドおよび袷ぎ由糟

を云す｡

なお,第`図の⑳部において熱電対をケ←ブル鉛被に

接続し,､負荷時のケーブル温度を測定しうるようにし

た｡第13図(次頁参照)は熱電対取付け状況である｡



今寺別高電圧引込用としての60kV単心抽入ケーブル

第5図 バ/レ ブ パ ネ ル

第6図

Fig.6.

OF ケ ー ブ/レ布設系路図

Diagram of Laying Path for

OilFilled Cables
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第8図 ト ラ フ 構 造

Fig･8.ConstruCtion of Trough

第9図 ケ ー ブ ル 引 止 め金具

Fig.9.Clamping Device of Cables
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第10図 ケーブルヘッドの取りつ

け状況

Flg.10.View of Setting Op-

eration of Cable Ter･

minalBox

第11図

Fig.11.

ケ ー ブ ル ヘ
ッ ド

(架空線側)

Cable TerminalBoxes

(OverHeadLineSide)

第13図 熱 電 体 二晩 り つ け 作業

Fig.13.Setting of Thermo-Couples

〔Ⅴ〕エ事中の油の補給とオイル

ステーション

ケーブルヘッドの接続工事には多量の油を使用する

が,この油を供給する方法として,圧力油槽にあらかじ

め工場で清浄した油を封入して現地へ送る方法と,現地

に小型油清浄装置(オイルステ←ション)を設け油を清浄

する方法とが考えられた｡今回は工場と現地が交通的に

かならずしも便利でないことと,地形的に起伏の多いと

ころであるため,小型油槽を有効に移動して池を補給す

るのが効果的と考え,オイルステー∵ショソを利用した｡

油は工場において予備処理を行ったものを現地に運搬

し,さらにオイルステーションによって脱ガス,脱湿,

および除塵処理を行った後,接続作業に使用した｡某日

図は現地における池清浄の状況を示す｡

第12図 ケ←ブルヘッドおよび給
油槽(変圧器側)

Fig.12.Cable TermjnalBoxes

and Feeding Tank

(Transformer Side)

第14図 油 清 浄 装 置

Fig.14.OilStation

〔ⅤⅠ〕冒に対する対策

今回のケーブルは片端が架基線に接続され,他端は変

圧音別こ接続され,さらにケーブル長さほ100m 程度で

あるため雷による架基線のサーヂ電圧がケ←ブルに入つ

た場合,ケーブル端における反射波によってケーブル内

に異常電圧の発生する可能性(11)が多いため,雷に対して

ほ特に留意した｡すなわち,架基線とケーブルの接続箇

所にほ,開閉器と避雷器を設け,この部分より約250m

におよぶ架基線にほ架基地線を設置することとした｡さ

らに架基地繚より誘導されるサーヂ電圧を避けるために

ノダ



特別高電圧引込用としての60kV単心抽入ケーブル

架基線例のケーブルヘッドを鉄塔から絶縁し,独立の接

地板によって接地することとした｡

ケーブルヘッドの保護には,架垂線の絶縁強度をケー

ブルおよぴケーブルへヅrのそれより逓減することによ

って,実現できるわけであり,このために架基地緑部の

架垂線の懸垂碍子箇数は特に4箇とした｡(架基地練部以

外においては5箇使用している｡)

〔ⅤⅠⅠ〕結 言

以上今回製作納入した特別高圧引込み用60kV単心

油入ケ←ブルの設計および施設の概況を報告したが,本

ケーブルは比較的小規模であるにもかかわらず,設計上

検討を必要とした点が多かった｡幸い油清浄関係に対し

てほ日立製作所蓄電器関係,雷対策に対してほ日立製作

所配電盤関係を始めとし,各方面からの御協力を戴き,

ケーブルの施設を完了するに到った次第であり,これら

の御協力に対し厚く謝意を表する次第である｡

参 考 文 献

(1)T.C.Aitchison:G.E.Review,34,410

(2)

(5)

(1931)

E.F.Reason,

S.B.Clark:

W.S.Clark:

A.H.Keboe,

G.B.Shanklin,W.R.Bu11ard,

TAIEE,52′ 55(1933)

TAIEE,▲7′199(1928)

C.H.Shaw,J.B.Noe:TAIEE,

47′ 200(1928)

D.M.Farnham,0.W.Titus:TAIEE,61,

881(1942)

D.W.Roper:TAIEE,5`′1399(1931)

EdisonIlluminating Co.:The Assocjation

of EdisonIlluminating Co.,5th.Edition

(1951)

L.Emanuelj:TAIEE,17,189(1928)

K.W.Miller,F.0.Wollaston:TAIEE,

52′ 98(1933)

田中:電学誌,72′ 523(昭27.7)

電気事故防止協同研究会:ケ←ブル衝撃特性専

間奏員会資料集(昭15.7)

最近の配電用電線およびケーブル

The Recent Electric Wires and

Cables fm㍉Distribntion

戦後新合成材料および新しい電線製造技術が導入さ

れ,電気技術者にとって比較的身近かに使用されておる

電線およびケーブルがかなり様相を変えて来た｡

太文でほそれ等の新しいもののうち,かなり普遍化し

て来た品種を纏めて紹介する｡

ポリエチレン絶縁電力ケーブル

合成化学の発 に伴って,従 広く使用されてきた紙

縁絶電力ケーブルの分野ほ,逐次その使用分野をポリエ

チレンを絶縁体とし,ビニルシースを施した,いわゆる

ポリエチレン絶縁電力ケ←ブルに譲りつゝある｡

日立 は一昨年,我国最初のポリエチレン絶縁海

底電力ケーブルを山口県の若山炭砿株式会社に納入して

以来,数多くの,ポリエチレン絶縁電力ケ←ブルを製作

納入し,好評を博している｡

本ケーブルは仁次のような特長をもっており,海底ケ

←ブルを始め,竪坑用ケーブル,その他発電所およびビ

ルディソグ等の配電用ケーブルに適している｡

(1)電気的特性がすぐれている｡

第1図 若 山 炭 鉱 株 式 会 社 納

ポリエチレン絶縁海底電力ケーブル

(3,000V3×22mm2)

Fig.1.PolyethyleneInsulatedSubmarine

Cable

ポリエチレ∵/は油浸紙と同様に高度の絶縁特性を

もっており,さらに 導体損失およ さヽ′が率導

いので,すぐれた電気的特性の電力ケーブルをうる

ことができる｡

(2)傾斜地布設に適している｡

ケーブルの含浸油の流下ならびに膨脹収掛こ基因
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第2図 関 西 電 力 株 式 会社納

ポ∵リエチレン絶縁ビニルシース電力ケ

ーブル(6,900V3×80mm2)

Fig.2.Polyethylene Insulated P.V.C.

Sheathed Power Cable

する鈴被などのような亀裂事故がないので,傾斜地

布設に適している｡

(3)接続および保守が簡単である｡

紙絶縁電力ケーブルのように,油浸紙の吸湿によ

る絶縁破壊の心配がないので,ケーブル終端および

中間接続等工事不良による事故を防止することがで

きる｡

(4)ケーブル重量が軽い｡

鈴被を必要としないため,紙絶縁電力ケーブルに

比べて,ケーブルの重量を著しく宅くすることがで

きる｡

防 蝕 ケ ー ブ ル

鉛被および鋼帯の腐蝕を防止する最も確実で,かつ有

効な方法として,ケーブルの鈴被上あるいは鋼帯上に防

蝕層を施し土壌中の酸,アルカリ等から隔離するととも

に電鉄等の漏洩電流から絶縁する二万注が広く採用されて

いる｡

防蝕ケーブルとしては,ケーブルの種揮および布設場

所等の条件によって各種各様であるが,最近の防蝕罵材

料の進歩によってきわめてすぐれた防蝕ケーブルが製造

されるようになった｡

現在までに,日立製作所においても,各種の防蝕ケー

ブルを,製作納入しているが,防蝕ケーブルとしての代

表的なものは次の通りである｡

管路布設またほ架室用の防蝕電力および通信ケーブル

には,ゴム･ネオプレンを併用するか,または,ネオプ

レンのみを施し加硫した完全水密のネオプレン防蝕ケ←

ブルとする｡このケーブルほ防蝕性能ほ勿論,鎗被補強

の点からもすぐれた性能をもつものであり最も適してい

る｡

別冊第 7 号

第3図 東 京 電 力 株 式 会 社 納

ネオプレソ防蝕鉛被ケーブル

(3,000V3×150mm2)

Fig.3.Neopren Corrosion･Prevented

Power Cable

第4図 関 西 電 力 株 式 会 社 納

ガ ラ ス 防蝕鉛被ケ←プル

(20kV3×125mm2)

Fig.4.Corrosion･Prevented SL Type

Power Cable

(A)

(A) 普

(B)

通導体円形撚緑

(B)圧縮導体円形撚線

(公称断面積150mm2)

℃
■
)
)

C

D

(( 一亡こ二
亡∃

庄

通導体

佑導体

(公称断面積

第5図 導 体 断 面 図

Fig.5.Section of Conductor

(D)

扇形撚緑

扇形撚繰

150mm2)

直埋布設の防蝕鋼帯鎧装ケーブルとしては,鈴被上お

よび鋼帯上にガラステープまたほ加硫ネオプレソテープ

を巻いて塗料を塗布したもの,あるいは→重鈴被のネオ

プレン防蝕と同様に完全7k密にしたものが広く使用され
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第6図 関 西 電 力 株 式 会 社 納

圧 縮 導 体 SL ケ ー ブ ル

Fig.6.Compack Conductor SL Type

Power Cable

ている｡鋼帯ほあらかじめ化学処理した上これに合成樹

脂塗料を焼付した防鋳鋼帝を用いている｡

SL ケーブル等の特別高電圧ケーブルに対しては,電

気的特性の見地から,ガラステープや加硫ネオプレソテ

ープ等を巻き,テープ層間に歴錆質塗料を塗布したもの

が,広く使用されている｡

圧縮導体ケーブル

圧縮導体ケーブルは,導体の 線を各層ごとに圧縮成

形したいわゆる圧縮導体を使用した紙絶縁電力ケーブル

である｡

第`図に示すように,従来の普通導体に比べて 線幅

の隙間を著しく少くしたもので,つぎのような特長があ

り,竪坑問ケーブル等の急傾斜地に布設される紙絶縁電

力ケーブルに適している｡

(1)鉛被の亀裂事故を軽減することができる｡

普通の導体に比べ, 線内の隙間が少いので,余

剰絶縁混和物を少くすることができ,したがって絶

緑混和物の 脹収縮および油の流下による鉛被の亀

裂事故を軽減することができる｡

(2)長期にわたり,安定な絶縁特性を維持できる｡

絶縁混和物の膨脹収縮および流下に基因する

体のポイドの発生を少くすることができるので,長

期にわたり安定した絶縁特性を維持することができ

る｡

(3) ケーブル外径を小さくできる｡

導体径を小さくすることができるので,ケーブル

外径を小さくでき,経済的である｡

分割導体ケーブル

発変電所の主幹ケ←ブルとして最近広く使用されるよ

うになってきた分割導体ケーブルほ,単心の普通導体の

第7図 九 州 電 力 株 式 会 社 納

分割導体絨斗巻鉛被紙ケrブ/レ

Fig.7.SegmentalConductorPaperInsulated

Jute Served Lead Sheathed Cab]e

第8図

Fig.8.

ゴム絶縁ネオプレン∵シース竃カケ←ブル

RubberInsulated Neoprene Sheath

Power Cable

第9図

Fig.9.

ゴム絶縁ネオプレン′シ㌧-ス電力ケーブル

RubberInsulated Neoprene Sheath

Power Cable

代りに,適当に分割(一般に4分割)した成形圧縮

さらに円形に

練を

合わせたものである｡このケ←ブルは従
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第10図 ネオプレソシ←スケ←ブルの中間接続

Fig.10.Joint of Neoprene Sheath Cable

来の単心ケーブルに比較して実効抵抗を少くし許容電流

を増加させることができる｡

すでに日立製作所においても,九州電力築上火力発電

所を始め,諸電力会社に納入している｡

分割導体ケーブルの特長は次の通りである｡

(1)電力損失を軽減できる｡

表皮作用による実効抵抗を減少できるので,電力

損失を軽渡し,ケーブルの許容電流を5～10%増加

できる｡

(2)導体の圧縮が,十分に行われているため,

内に介在する余剰絶縁混和物を少くすることができ

るので絶縁混和物の流下および膨脹収縮に起因する

鈴被事故を軽減することができる｡

ゴム絶縁ネオプレンシース電力ケーブル

ネオプレンを応周した電力ケーブルは,3,000V 級以

下の紙絶縁鉛被ケーブルの代りに最近急激にその需要が

ふえて来たケ←ブルである｡佐田電圧は600,1,500 お

よび3,000V,線心数は単心,2JL､および3心のものが多

く,いずれも導体とにゴム絶縁を施しシ←スとしてネオ

プレソを被覆した構造のものである｡(第8図および第9

図)

このケーブルは鎗被ケーブルに比べて次のような特長

をもっている｡

(1)軽量であるので布設の隙取扱いが容易である｡

(2)可控性がよい｡

(3)難燃性である｡

(4)鉛被をしないので電蝕のおそれがない｡

(5)鉛被ケ←ブルのように鈴被亀裂による事故がな

い｡

(6)端末処理および中間接続が簡単である｡

(7)吸湿による性能の変化がない｡

第10図はケーブル中間接続の写真で,ネオプレンチエ

特 集 別冊第 7 号

第11図 圧 引 下 繰

Fig.11.High Voltage Drop Wire for

Pole-Transformer

ーブを用いて簡単に融着した接続箇所を云している｡こ

のケーブルは現在発電所の配線,化学工場および一般工

場内配線として盛んに使用されている｡

高 圧 引 下 線

架塞高圧配電線と柱上変圧器の一次側とを接続する高

圧引下繰としてほ従来いわゆる第4種絶縁電線が用いら

れていた｡この電線は耐候性に乏しいので屋外曝露状態

で使用すると架線後短期間に絶縁性能が劣化し感電事故

の原因となることが多かったが,ネオプレンを応用する

ことによってこのような欠点は著しく改善された｡この

高圧引下線にはHRC塾とHC型とがあり,前者は導体

上にゴム絶縁を施しその上にネオプレソを被覆したもの

であり,後者は導体上に直接ネオプレンを被覆したもの

である｡電圧はいずれも3,000V用と6,000V用とがあ

る｡第11図はこの写真である｡

この電線の特長としてほ次の諸点が挙げられる｡

(1)絶縁耐力が高くかつ長期間にわたって劣化がな

い｡

(2)耐候性がよいので日光, 薯,風雪,晴雨等に

よって老化せず電気的性能の変化がない｡

湿潤時の表面絶縁耐力が大きい｡

機械的強度が大で外傷に強い｡

碍子止したパインド練が被覆を破って絶縁耐力

を劣化させるようなことがない｡

ツリーワイヤ(Tree Wire)

Tree Wireは積雪の多い地域や立木の多いところの

配電線として使用される電線である｡すなわち樹木との

接触による短絡,地絡等あるいは人畜の感電事故を防止

する目的で機械的 敵なしかも耐候性のすぐれたネオ

プレンを使用した電線である｡

この電線は導体をゴム絶縁しその上にネオプレンを被

覆した構造のもので使用電圧によって 3,000V および

6,000V のものとがある｡(第12図)

′､､
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第12図 ツリ･- ワ イ ヤ

Fig.12.Tree Wire

この電線には次のような特長がある｡

(1)機械的性騒が良好で,外力,磨耗等に対する抵

抗が大である｡

(2)耐候耐老化性が良好で,長期間使用しても機械

的,電気的特性の劣化がない｡

架空用メッセンジャーワイヤ付絶縁電線

この電線ほ配電引込線の混雑しておる都会地等に適す

る電線である｡

架重用メッセンジャ←ワイヤ付絶縁電線は第13図に示

すように耐候性がよく,機械的強度の強いネオプレソを

ゴム絶縁体上に被覆した娘心を所要条数 合わせ,これ

を金属テープでメッセンジャ←ワイヤに巻付けた構造の

ものである｡

この種電線ほ我国においてほ趣く最近に製造されるよ

うになった電線であって今後の需要が期待される｡

従来の方式に比べて次のような特長をもっている｡

(1)家屋密集地域に使用して引込線が簡素になる｡

(2)絶縁電線をハンガーで吊架する必要がないから

架線工事が容易で工事費が安価である｡

(3)耐候性の優秀なネオプレン被覆娩を使用してい

0掛が

(4)架茎電線としての機械的強度が大であるから,

樹木等の接触によって磨耗や損傷をうけない｡

計器用ネオプレンシース電線

この電線ほ電灯電力用積算電力計の引込線として使用

される電線である｡ゴム絶縁編組電線をコンジット配線

する従来法に比べて幾多の特長をもっている｡

この電線の構造はゴム絶縁した娘心2条を 合わせこ

の上にネオプレンを被覆した構造のもので,次のような

特長がある｡(第14図)

(1)配線工事が簡単である｡機械的強度の強いネオ

第13図

Fig.13.

架空用メッセンジャーワイヤ付絶縁電線

Self-Supporting Wire

第14図

Fig.14.

計器用 ネ オ プ レ ン′ ミン
ース電線

RubberInsulated Neoprene Sheath

Wire for Watthour-Meter Lead

第15図 引 込 用 ビ ル 電 線

Fig.15.Poly-VinylChlorideInsulated

Service Drop Wire

プレンを被覆しているのでコンジッ†等の保護

物を必要とせず工事が簡単である｡

(2)耐老化性がすぐれているので長期間にわたって

性能の劣化がない｡

(3)耐燃性なのでゴム絶縁電線のように延焼するお

それがない｡

屋外用 ビニル電線

従 配電線として使用されて来た綿絶縁電線は数年使

用するうちに,綿糸が劣化剥奪して,導体が露出し風雨

の際など電気的に危険であるばかりでなく,都市におい

ては 観を損ねる等の欠点があった｡これらの欠点を改

善したものが屋外用ビニル電線である｡これは導体上に

趣く薄くビニル絶縁を施したもので,長期間使用しても

被覆が劣化剥奪することがない,したがって導体が露出

するようなことがないので附随する種々な問題が解決さ

れた｡

この電線の堵寺長とするところは次の通りである｡

(1)耐水耐候性にすぐれている｡
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導体露出がないから電気的に安全である｡

都市の美観を損うようなことがない｡

耐久性の割合に廉価である｡

引込用 ビニル電線

引込線として従来使用して来た綿絶縁電線は,屋外用

ビニル電線の項で述べたような欠点を待つため,漸次塩

化ビニル樹脂混和物を絶縁体とした引込用ビニル電線に

移行する傾向にある｡

この電線には2箇 型,平型,同心塾などがあり,そ

れらほ第11図(前頁参照)に示す構造のものである｡

この電線の特長ほ次の通りである｡

実用新案 弟410619号

(1)絶縁体に塩化ビニルを使用しているので耐久性

がある｡

(2)綿絶縁電線のように劣化剥離することがないか

ら電気的に安全である｡

1本の架線で済むので架設が簡単容易となる｡

引込線として外観が良い｡

耐久性の割合に囁価である｡同心塑ゼニル電線

とすればさらに次記特長がある｡

(6)同心にしてあるため電力盗用をされる心配が少

ない｡

(7)架峯配線,地下配線のいずれにも適する｡

新 案 の 紹

和 和 夫･高 橋 長一郎

エ レベー タ 制御回路用ケーブル

本案は図に示すように鋼線を銅線に混ぜて 合せた導

体の上に金属テープを重ね巻きし,その上にゴムなどの

絶縁物を被覆しさらにビニルまたはポリアミド系などの

合成樹脂保護シースを徴着してなるケーブル線心の複数

本を外部保護シ←ス内に集束し相互の間隙には潤滑剤を

充填したェレべ←タ制御回路用ケーブルの構造に係るも

のである｡

エレベータケーブルは全線にわたってきわめて頻繁な

屈曲を受けるためその寿命はおもにこの屈曲に耐えうる

程度によって決まるものである｡

したがって導体も銀縁を銅線に混ぜて 合わせたもの

を用いるのであるが,それでも長期使用中には切断する

ことがある｡しかして切断すると銀線の切れ端は絶縁を

破って隣接するものと接触して短絡事故となる危険があ

る｡

本案のごとく導体上に金属テープの重ね巻きを施せば

屈曲,伸圧縮などに耐えて寿命を保つのは勿論であるが,

→方切断することがあっても銅線の切れ端が金属テ←プ
層によって包被せられるので絶縁層を破るようなことが

ない｡またケーブル線心の各々の保 シースは表面円滑

である上に相互間に潤滑剤を充填して屈伸時の 擦を極

力少となすように構成されているため有害な応力の発生

を防ぎ柔軟性の減退を防ぎうるものである｡(長 山)
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第1区【ケーブル線心の側面図
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第2図 ケ ー ブ ル の 断面 図




